
熊
ヶ
畑
産
廃
場
拡
張

許
可
取
消
し
を
求
め

る
意
見
書

平

成

２６
年

７

月

１４

口

の
産
廃
場
拡
張
許
可
決
定

後
、
県

は
業
者

に
対

し
、

平

成

２７
年

６

月

に

Ｂ

Ｏ

Ｄ

（
水

の
汚
れ
を
表
す
指

標
）

の
基
準
値
超
過

に
よ

る
厳
重
注
意
を
行

っ
た
。

県

は
、
同
年

１２
月
に
基
準

値
超
過

は
解
消
さ
れ
た
通

知
を
出

し
た
が
、
根
本
的

原
因
を
究

明

し
抜
本
的
対

策
が
講
じ
ら
れ
た
と
は
言

い
難

い
。

山

田
地
区

の
環

境
を
守

り
住

民
生
活

の
安

全
を
守

る
た
め
、
県
が
熊

ヶ
畑
産
廃

場
拡
張
許
可
を

取
消
す
よ
う
再
度
要
望
す

る
も

の
で
す
。

（
全
会

一
致

・
可
決
）

返
済
不
要
の
「綸
付
型

奨
学
金
」
の
創
設
及
び

無
利
子
奨
学
会
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

納

税

者

で
あ

る

国

民

の
理
解
も
得

つ
つ
、
学
生

が

安

心

し

て
勉

学

に
励

め
る
よ
う
、
返
済

不
要

の

「
給
付
型
奨
学
金
」
の
創

設

や

無

利

子
奨

学

金

の

拡

充

な

ど

具

体

的

な

経

済
支
援
策
と

し
て
、
４
項

目

に
取

り
組

む

よ

う

国

に
要
望
す

る
も

の
で
す
。

（
全

会

一
致

・
可
決

）

無
年
金
者
対
策
の
推

進
を
求
め
る
意
見
書

無

年
金
者

対
策

は
喫

緊

の
課
題

で
あ

る

こ
と

か
ら
、
年
金

の
受
給
資
格

期
間
を

２５
年
か
ら

‐０
年

に
短
縮

す

る
措

置

に

つ

い
て
、
２
０
１
７
年
度
中

に
確
実

に
実
施

で
き

る

よ
う

必
要
な
体

制
整
備

を
行
う

こ
と
な
ど

２
項

目
に

つ
い
て
国

に
要
望

す
る
も
の
で
す
。

（
全
会

一
致

・
可
決
）

慰
霊
塔
戦
没
者
刻
銘
版

設
置
整
備
事
業
に
つ
い

て
の
請
願
書

慰
霊
塔

（
山

田
支
部
）

の
刻

銘

版

は

昭

和

３２
年

１０
月
に
再
建
立
さ
れ
、

６０

年
が
経
過

し
遺
族
会
著
顕

彰
が
形
骸
化
さ

れ

て
い
る

状
況
に
あ

る
。
ま
た
、
他

の
支
部

に
お

い
て
は
、
既

に
刻
銘
版
が
設
置
さ

れ

て

い
る
た
め
、
慰
霊
塔

に
戦

没
者
刻
銘
版

の
設
置
を
要

望
す

る
も

の
で
す
。

（
継
続
審
査
）

同
和
問
題
解
決
の
為

の
解
放
運
動
団
体
・部

落
解
散
同
盟
嘉
麻
市

協
に
対
す
る
助
成
金

に
関
す
る
請
願
書

本
来
、

民
間
同
和
運

動

団

体

は

同

和

問

題

解
決

の
た
め
、
行
政
と

と

も

に

一
日

も

早

い

同

和

問

題

解

決

を

目

指

し
て

い
る
が
、
部
落

解

放

同

盟

嘉

麻

市

協

で
は
、
現
在

の
役
員
が

選

挙

規

定

を

勝

手

に

変
え

て
、

そ

の
役
職

に

居

続

け

る

こ

と

が

原

因

で

各

支

部

と

も

め

て
い
る
た
め
、
嘉
麻
市

に
対

し
、
組
織
自
体

が

正

常

化

す

る

ま

で

部

落

解

放

同

盟

嘉

麻

市

協

に

対

す

る

助

成

金

を

凍

結

す

る

よ

う

要

望
す

る
も

の
で
す
。

（
継
続
審
査
）

意兄書

′
）

請 願
′

）

議会だより かまし(42号 )


